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第95号 平成22年1月1日

厚生財団
財団法人 新 潟 県 教 職 員 厚 生 財 団 TEL.025(228)3581
 〒951-8516 新潟市中央区東中通1－86－73 FAX.025(224)8830
URL http://www.koseizaidan.or.jp
E-mail info@koseizaidan.or.jp

KOSEIZAIDAN

■ イヌワシ　国指定天然記念物 写真提供　日本野鳥の会 　　　会員　  佐藤　吟一　様
文　　　　上越市立牧中学校　　　　　勝俣　将明　様
資料提供　上越市立春日中学校 校長　  笠原　文臣　様

理事長　小　林　幹　雄　

　明けましておめでとうございます。団員の
皆様には、益 ご々清栄のこととお慶び申し
あげます。
　昨年は、米国で「チェンジ」を掲げたオバ
マ氏が大統領に就任しました。また、日本
では「友愛」を前面に押し出して、鳩山民主

党政権が誕生しています。まさに、世界が、日本が大きく変化し
ていることを実感した年でした。
　一方、経済状況は、金融危機の影響を強く受け円高・株安傾
向が長引き、先行き不透明な状況が続いております。このような
経済状況を一日も早く脱出して、景気が回復することを待ち望ん
でおります。なお、当財団もこうした経済状況の影響を少なから
ず受けましたが、団員の皆様のご理解とご協力のおかげで各種
事業は、計画どおり実施できました。心より感謝申しあげます。
　さて、当財団が2つの大きな課題として取り組んでいる公益法
人制度改革への対応と創立百周年記念事業実施に向けた準備
についてお知らせします。
　公益法人制度改革への対応では、検討委員会を立ち上げ、公
益財団法人か一般財団法人かのどちらを選択するかについて
審議・検討をいただいてきています。第1回検討委員会は昨年の
11月に開催しました。今後、さらに、検討委員会で審議をいただ
き、理事会・評議員会の議決を得てここ1～2年の間で新しい法
人形態等を定めてまいります。
　百周年記念事業実施に向けた準備では、計画の大綱を作成し
て、目的や記念事業実施の全体テーマ、具体的な記念事業、推
進組織、準備見通しなどについて昨年9月の記念事業実行委員
会で検討いただき、昨年10月の理事会で事業実施計画の大綱及
び、百周年記念史の刊行について報告をしたところです。
　昨今の教職員を取り巻く環境は、年々厳しいものになってき
ています。このような情勢のもとで、子どもたちのために日々努力
されておられる皆様方の姿に心より敬意を表します。新しい年
を迎え役職員一同、気持ちを新たにより安定した運営と福利厚
生事業の一層の充実に努めます。
　皆様の温かなご支援とご協力をお願い申しあげます。

新潟県の文化財シリーズ

　上越市牧区のブナの広葉樹林帯には国の天然記念

物に指定されているイヌワシが生息しています。イヌワシ

は、翼を広げると約2m、体長85cmと大型の鳥で、その姿

形から天狗伝説の由来とされています。乱開発等により

生息数は激減しており、新潟県では、現在30～40のつが

いしか生息していないと推定されています。
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　厚生財団は新潟県の教育振興に寄与している団体及び事業への支援活動を行っています。
　平成21年度より、これまでの「伝統文化・芸術の継承活動、サークル活動等」の名称を「伝統文化芸術・サークル活動
等」と改め、多くの団体から身近な活動にお役立ていただくことができました。

厚生財団　広報 №９５ ２０１０．１．１
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２０１０．１．１ 厚生財団　広報 №９５ 

　この委員会では、「一般社団法人及び一般財団法人に

関する法律」やそれに基づいた「認定法」、「整備法」

等の新法に照らし合わせた上で、私たちの新潟県教職

員厚生財団の新しい法人として「形態」やその「あり

方」等について検討していくものです。具体的な検討

項目は、「目的」、「機関設計（評議員・理事・監事の選

任、解任、権限のあり方等）」及び「事業の見直し・修

正の必要性」について等の多様な視点から検討してい

きます。検討期間は平成21年11月～平成22年11月末
までをめどとして、合計4回の開催を予定しており、
折々、理事会・評議員会にお諮りしながら厚生財団と

して法人形態を決定していきたいと考えております。

　第1回の検討委員会では、委員委嘱を行ったあと、
これまでの取り組みの経過説明と意見交換を行いまし

た。各委員の皆様からは、公益認定等委員会事務局が

作成した資料『民による公益の増進を目指して』を資

料として、「公益財団法人か一般財団法人か、どちらの

法人形態を選択するか」を中心テーマに活発な質問・

意見を出していただきながら、慎重な意見交換・検討

をしていただきました。

　併せて、次に示す本検討委員会の今後の検討スケ

ジュールや検討課題を確認しました。

　実行委員の皆様からいただいた貴重な意見をもとに、計画大綱をさらに吟味し、年明けの1月に開催される理事会、2月
に開催される評議員会に提案していく予定です。なお、百周年実行委員会委員は次の方々です。

　編纂委員の皆様からいただいた貴重な意見をもとに、編纂計画をさらに吟味し、年明けに開催される理事会、評議員会

に提案していく予定です。なお、編纂委員会委員と主に原稿の校正をしていただく監修委員は次の方々です。
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厚生財団　広報 №９５ ２０１０．１．１

　外部監査を委託している監査法人が、客観的資料を基に財務諸表を確認する目的で、毎年抽出され
た団員の皆様を対象に実施している調査です。

【実施（回答）先】 新日本有限責任監査法人

【実 施 時 期】 2月中旬

【対　象　者】 現職団員及び継続団員
 の中から抽出

　対象者になられたときの各種残高の確認に必要となりますので、依頼文書を発送する2月中旬まで
は捨てることなく大切に保管しておいてください。

【必 要 書 類】　12月・1月分「払込金・残高明細書」（メールシーラー形式）

　団員の皆様から給料月額と積立月額の報告を年に1度していただくために、団員各自へ「積立金明
細書」をお送りいたします。
【手続き方法】  所定の「積立金明細書」に１月時点の給料月額と３月からの積立月額（変更すると

き）を記入して各所属所の厚生財団係様に提出してください。
【積 立 月 額】  積立月額が規定額を下回るときは、自動的に積立月額を規定額に変更させていただき

ます。

 〈規定額の求め方〉
 　  給料月額（教職調整額・調整額を含む）× 

1
100

（100円未満は100円に切上げ）＋ 800円
【締　切　日】 平成22年２月10日（水）

　お申し込み手続きが簡単で、随時受付・即送金しています。

2.10
1.50

団員から厚生財団へ請求してください。請求期限は事由発生から２年間です。　

　休業や休職中の間は積立金の払い込みを中止することができます。中止をするには「積立金中止届」
をご提出ください。（お休みの期間が延長されるときにも再度ご提出ください。）
　また、三井生命保険に加入している方は、口座振替などの方法により、引き続いて団体扱いの加入が
できます。厚生財団から払込の案内をします。

　県内にある教育関係団体及び財団が認めた公共団体へ異動する場合に、ご本人の希望により引き続き
在団できるようになりました。（県職員の教育庁関係以外の部局への異動など）

詳しくはお問い合わせください！

回答までの流れ
① 2月中旬に対象者へ依頼文書及び回答用紙（2部）の送付
② 12月と1月分の「払込金・残高明細書」と回答用紙の明細に
相違点がないか確認
③ 必要事項の記入と押印のうえ監査法人へ回答用紙を2部とも
送付
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２０１０．１．１ 厚生財団　広報 №９５ 

　退職者の保険料の取り扱い（５月以降）
三井生命普通保険 教職員年金制度

継続団員に加入の方
　保険料は登録口座から振り替えます。

団体扱いで満期まで継続できます。
(賞与払いを除く)

満60歳まで継続できます。
(賞与払いを除く)

継続団員に加入されなかった方
個人扱いに変わります。
 今後の手続きについては三井生命より
連絡があります。

掛金の支払いについて
　継続できません。
掛金（年金積立金）の受け取りについて
　 今まで積み立ててきた掛金をお受け取りいただきます。
一時金や年金で受け取る方法があります。詳細については、
三井生命より連絡があります。

　退職者への特別厚生費の贈与
永年団員祝金　　１万円～６万円 　　平成８年度までの入団者は経過期間の合計分を一括して退職時に贈与。

在団年数 10年以上　10,000円 20年以上　20,000円 25年以上　30,000円
 30年以上　40,000円 35年以上　50,000円 40年以上　60,000円

ただし、平成９年度からの入団者は現職時に各在団年数で１万円ずつ贈与されるため、退職時には贈与されません。
結 婚 祝 金　　　　５万円 退団後３か月以内に結婚（入籍）されたとき、本人から請求。
 （また、ご両人が団員であれば、それぞれの方からご請求いただけます。）

　退職を祝う会のご案内
21年度末退職された方で在団期間25年以上の方が対象です。 上越地区　　６月　８日（火）　やすね　　　　　　
毎年多くの方々が出席されています。ぜひご参加ください。 中越地区　　６月１７日（木）　長岡グランドホテル

 下越地区　　６月２４日（木）　ホテルイタリア軒　

年度末に退職される皆様へ
～ 年度末に退職される方は必ず、退団または継続団員加入の手続をお願いします ～

継続団員制度のご案内
 普通厚生費と特別厚生費（病気見舞金等）を贈与します。
 積立金額の範囲内で生活資金貸付金をご利用いただけます。
 継続団員連絡会にご招待します。（往復交通費支給）
 総合健診（人間ドック）受診の補助と斡旋をします。
 教職員手帳（ポケット版）をお届けします。

加入資格 

積 立 金 

加入状況／3,296名(12月末現在)
21年度新規加入者／223名

特　

典

手続方法 「厚生資金積立金払戻請求書（兼継続団員申込書）
…  平成２２年３月３１日（水）厳守　

　２月に各所属所へ、所定の書式と手続きのご案内をお送りいたします。
　※書式は厚生財団のホームページからもダウンロードできますので、どうぞご活用ください。
退団される方は…
 「厚生資金積立金払戻請求書（兼継続団員申込書）」を記入してご提出ください。　

継続団員に加入される方は…
「厚生資金積立金払戻請求書（兼継続団員申込書）」の記入と併せて、「継続団員申込書」欄に積立金額を記入
してご提出ください。

積立金の払戻しについて
　現職時に毎月積立していただいた厚生資金積立金を、払戻請求書のご指定口座へ振り込みます。
払戻金額の通知書は平成22年４月20日頃にご本人宛へお送りします。

厚生資金積立金払戻金の送金日 … 平成２２年４月３０日（金）
継続団員積立金 継続団員を希望した場合は、継続団員積立金（130万円以上）を厚生資金積立金から振替入金します。
貸 付 金 の 清 算 各種貸付金の残金がある場合は、厚生資金積立金から差引清算をします。
保険料のお預かり  三井生命の保険がある場合は、移行期のため４月分の保険料を厚生資金積立金からお預かりして
 三井生命に支払います。
※不足金が生じた場合は、不足金額をご本人に通知しますので一括にてお払い込みください。
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厚生財団　広報 №９５ ２０１０．１．１

新潟支社　〒950-0087　新潟市中央区東大通1-3-10　三井生命ビル８F
 TEL 025-243-6877

厚生財団員皆様のご要望におこたえし、団員様おひとりおひとりの生活設計
のお手伝いをさせていただきます。　　　
弊社の担当職員がご訪問させていただいた折には、お気軽にお声をお掛け下さい。

使用期限  H22.1Ｄ-21-1430

☆この広報紙は地球の緑を守るため、再生紙を使用しています。

　 継続団員連絡会の報告継続団員連絡会の報告
継続団員への連絡会を県内の４つの会場で開催い
たしました。今年度も多くの方々からご参加いた
だいて盛大に行うことができました。

　前号の広報紙「厚生財団第94号」にて記載内
容の一部に誤りがありました。次のとおり訂正
させていただきますのでご理解の程よろしくお
願い申し上げます。

 訂 正 ５ページ（厚生財団利用ガイド）
  特別厚生費 －【特別厚生費贈与額】
  災害見舞金　　３～３０万円

平成22年版　教職員手帳・ダイアリー
　現職団員の方にはご希望の「手帳（ポケット版）」又は
「ダイアリー（B5版）」を、継続団員の方には「手帳」
を昨年の11月下旬にお贈りいたしました。

　新しい1年にぜひご活用ください！
　現職団員の方への配付には希望登録制として来年以降も同じ品
目をお届けします。変更等がある場合にはそれぞれの品目に刷り
込みの「教職員手帳の申込票」で9月末日迄にＦＡＸにてお知らせ
ください。

生活保障額の推移にぴったり！ムダなし保障と割安な保険料で
ライフサイクルにぴったりの生活設計を組むことが出来ます。

前号の訂正

団員の方々からお礼などのお声をいただきましたので、その一部
ですがご紹介します。団員の皆さまからの声

●上越地区 9月 3日 参加者数  １７０名
●中越地区  9月10日 ３６２名
●下越地区 9月15日 ４４２名
●佐渡地区 10月 2日 ６３名


